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はじめに

前号に引き続き、本号ではラトナーカラシャーンティ『経集解説・宝明荘

厳論』の第七章の和訳を提示する。『経集』の第七章の主題は、「菩薩を傷つけ

る業障と魔の業と軽蔑の心と正法を捨てることなどの中断の法を完全に捨てる

衆生はとても得難い」と言うものである。菩提心を護る在り方を解説するため

に、それに対立する菩提心を損なう原因を述べた経典が引用されている。その

概要を示すと次のようになる：

1．念怒

1．1 それぞれの人

『信力入法門経』

1．2菩薩の律儀との関係

『弥勒獅子呪経』

1．3怒りが傷を引き起こす

『文殊神通遊戯経』

1望月2006.津田明雅博士（京都大学）より、『新国訳大蔵経』所収予定の「大乗宝要
義論解題」の草稿をお送り頂いた。『経集』引用経典の典拠など、多くの情報をお
教えいただいたことに対してここに記してお礼申し上げる。またナーガールジュナ
の「経集』、シャーンティデーヴァの『集学論』、ディーパンカラシュリージュニャー
ナの「大経集」所収の引用経典の一覧と索引については、Mochizuki2006を参照。
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1．4善根を尽くす原因

『月灯三昧経』

1．5浄化の利益

『入定不定印経』

『信力入法門経』

1．6菩薩の特徴

『入定不定印経』

2．正法を捨てること

『般若経』

3．魔の業

3．1魔の業による損害

『般若経』

3．2分別をもつ者に魔の業が生じること

『文殊神変経』

3．3魔の業が何をなすのか

『文殊神変経』

4．軽蔑の心

『海慧菩薩所問経』

5．中断の四法

『海慧菩薩所問経』

ラトナーカラシャーンティによる本章の解説の特徴としては、数字の転数と

2本章における「魔の業」については、一島1990cを参照のこと。また本テキストの著
者と同じくディーパンカラシュリージュニャーナの師であるボーディバドラの『三
昧資糧論』には、「捨てるべきもの」として「魔の業」が言及され大乗経典とタント
ラ経典などが引用されているが、そのうち「文殊神変経』の引用が本論における最
初のものと一部重なっている。Cf・望月2005b,p.57,望月2006b.
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3

各数に関する言及がある。『信力入印法門経』の「無量」の解説において『倶

舍論釈』における60の各数の列挙を引用するだけでなく、『入定不定印経』の

｢不可説の不可説」の解説において『華厳経』を引用する。ナーガールジュナ

の『経集』におけるコンテキストでは、菩提心を損なう原因としての念怒が述

べられており、その解説において数字の桁数を詳細に論じるような必然性はな

い。それ故に何らかの特別な意図がそこにあったと言うよりも、注釈者の博識

がここで披露された程度のものであろう。そのうち後者において列挙されるの

は7の基数と109の各数と20の転数の合計136の桁数である。この数に関して

は、『翻訳名義大集』では『華厳経』「阿僧祗品」の124と「入法界品」の132,

『ラリタヴィスタラ』からの33,『倶舍論釈』からの60種の数目をあげている。

｢入法界品」ではこれらの記述は第7章と第12章に見られるものの、全体数に

も順番にも相違が見られる。『経集釈』のものはこのうち『華厳経』の両品の

チベット語訳（136）に一致するものの、両品の漢訳ならびに「入法界品」の
10

サンスクリット （124）とは数が一致しない。これらの大きな桁数は実用的な

3インドにおける数表記法については、林1993,pp､1-14を参照。同書によると、以下
に取り上げる大きな数に対する表記は、ヒンドゥー教文献、ジャイナ経文献の中に
も相違がある。インドの数学については、楠葉1997，矢野1980, 1987を参照。

4Mvy,Nos､8050-8056: eka (gcig),daSa(bcu),Sata(brgya),sahasra(stong),
ayuta(khri),lakSa('bum),niyuta(saya).

5Cf・末綱1957,pp.72-73,李2001,pp.629-632. 『華厳経」における数学的記述について
は、Koyamal961, 1964,児山1961, 1962もあるが、この桁数に関する分析は行われ
ていない。

6ただし『翻訳名義大集」のチベット語訳は大蔵経収録の『入法界品』のチベット語
訳(tr.byJinamitraandYeshessde,etc.)とは異なっているものが多い一方で、
『経集解説」の引用文のチベット語訳は後者と一致することから、前者が現在伝わっ
ている『華厳経』のチベット語訳とは異なるチベット語訳テキストからデータを採
取したのであろう。また本テキストおよび『入法界品』のチベット語訳については、
辞書などに拾われていない語が多く、そのサンスクリットを想定することは困難で
ある。TSDは『入法界品』のサンスクリットと対比してそれを試みているものの、
サンスクリット版とチベット語訳の項目数の相違を意識していなかったのか、前半
において「翻訳名義大集』との順番の相違が生じ、また後半のものについては推定
を行っていない。

7外薗1994,pp.572-575,910-911.
8榊1981,pp.495-513.
9梶山1994,pp､184-186,226-228.
10すなわち12項目については、そのサンスクリットを推定することが困難である。
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ものではなく、概念上の数目でしかなく、実際に使用されることはなかったで

あろう。それ故に数目の伝承過程において相違が生じたとしても、それは単に

記憶の相違程度のもので、実質的な相違を伴うものではない。

さらにラトナーカラシャーンティに特徴的な注釈として、最後の『海慧菩薩

所問経』からの引用に対する解説において、聖経が正しい認識根拠になりうる

のかということに言及している。その回答は、『プラマーナ・ヴァールテイカ』

などを引用した上で、「聖経を正しい認識根拠とするべきである」と言うもの

であり、経典のアンソロジーに対する注釈書としては、ごく当然の答えになる。

『経集解説・宝明荘厳論』和訳（承前）

第七章 「菩薩に対する過失を引き起こす業障と魔の業と

軽蔑の心と正法を捨てるなどの中断の諸法を完全

に捨てる衆生はとても得難い」

11

そのように菩提に発心してから、今度はその菩提心自身を損なうことなく

護る在り方を解説すべきである。そこで損なう原因とは、対立する主張である。
l2

その如くなので対立する方向を捨てることを述べるべきであり、人における

念怒と、正法を捨てることと、魔の業と、軽蔑の心と、中断の四法は、対立す

る主張である菩薩の律儀と関係している。根本過犯を説いたものは、ほとんど
13

菩薩の律儀と関係していない。律儀と関係していないものが何故に説かれて

いるのかと言えば、大過の特徴を説くことにより他の目的が起こされるから。

それ故に菩薩の律儀と関係する対立する方向を中断する法を捨てることを説い

11『経集』の第五章が「菩提心は得難い」であり、第六章は「悲心は得難い」とある。
12D: 'dirnyamspa'irgyunimimthunpa'iPﾉz"｡gsso//aeJmbas抑α"j湘娩@"zpq'j
[P.om.]phyogs.

13D:ma'brelpa[P.om. 77ta].
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たのが、「これらによっても」などと言われる。それ自身を詳しく解説したも

のが、「それに対して」などと説かれている。 「傷を引き起こす」損害は、「菩

薩の律儀を備えることで菩薩に相応しいものに対する過失がここに成立する」

と言う意味である。「律儀を損なう人にも成立する」と言われる。ある者たち

は、「得たものをまだ損なっていない者に」と主張する。「何故ならば一切の学

ぶべきものに共通な特徴なので、他のものにも過大になってしまう」と言う。

その如くではない。後にもそれに対して「山羊の車のようなもので行く菩薩と

象の車のようなもので行く者たちは損なわれている」と出ているからであり、

また「ありのままに適切なもの」と言う声と、聖経にも、垢と叱責の嚥例によ

り説かれているから。

14

7．1 『信力入印法門経』

では、優婆塞などは何故に解説されるのかと言えば、中位の過失として説か

れるので対象となる菩薩は、とても重い過失とそれ以下のものも捨てているの

で過失はない。そのうち「衆生たちの善根」とは、殺生を捨てることなどの白

法である。「他の師に頼らない」とは、三帰依を受けているからである。「善根」

とは、人と天を成就させる原因にある。「比丘」は、白四渇磨により具足戒を

受けている。「善根」は、浬藥の原因に向かうことをなすものである。「信によ
’5

る随行」とは、人を信解することにより入ることである。「法の随行」とは、
16

自分の智慧を最高とすることである。「第八番目」とは、異門の第八番目であ

る。「預流」とは、見道を得ることである。 「一来向」とは、欲界における生を

一度残している。 「不還向」とは、欲界の生を尽くしている。「阿羅漢」は、有

の頂の捨てるべきものも捨てている。「独覚」は、縁起性による考察から結果

14Srdddhabα〃α極72as"a.Tib.P.No.867,Tsu63a8-b5,Chin.No.305,pp.956b2-

958b6.Cf.Sik,p.51,P.11ff.
15Sraddhanusarin.Pgsadikal979,pp.43-44,note96.
16「第八地の者」のことか？ Cf.P豆s豆dikal979,p,44,note97．

（33）



ラトナーカラシャーンティ『経集解説・宝明荘厳論』和訳(3) （望月海慧）

17

を得ている。「山羊の車のようなもので行く」と「象の車のようなもので行く」
18

とは、それぞれの人を説いている。「月と太陽のようなもので行く」とは、そ
】9

れぞれの人を説いている。「声聞の神変のようなもので行く」とは、初地から

第七地までの間である。「如来の神変のようなもので行く」とは、異熟の地に

よりまとめられる。そのような場合にそれぞれの人を説いてから把握され、最
”

初の無量劫は速いものに関してである。初地から第七地までに説かれるもの
21

が、確実で堅固なものに関してである。第八地から第十地までの間は、とて

も遅いものに関してであり、そのように三無量劫として知るべきである。速い

ものを説くことでとても速いものが存在するのかと言えば、そうではない。例

えば底沙如来に釈迦如来がなした禁行により住して、一偶により賞讃すること
22

のようなものによっても多劫にわたり調和することを尽くしても、無量なの

は誰も調和することはないから。

それぞれの人を説いたことについて、これをどこでなすのかと言えば、ある

者は、「入智慧分(nirvedhabhagiya)においてなされる」と言う。ある者は、

｢資糧によってから把握される」と主張する。ある者は、「忍を得てから」と主

張するが、ここでは最初に示された発心たるものからと認められる。他の場合

には聖アサンガが、
”

信解行地の者にはすべてのものも堅固ではない。

と説かれているから。劫とは、大劫と認められる。「無量」とは、60の数の処

17テキストは「山羊車(ra'ishingrta)」であるが、『経集』は「家畜車(phyugskyi
shingrta)」とある。

18P:bstanpa[D:6〃α"].続く注記のように、北京版とデルゲ版の間に読み方の違い
がある。

19P:bstanpa[D:brm"].
20P:bstanpa[D:67m"].
21D:brtanpa[P:bs#α"].
22Ekaggthg,Tib．D.No. 323,P.No.989.Cf.Ab"趣加"7tamSα極γj極4.112and-

bhaSya,Pradhanl967,p.267.13,舟橋1987,p.483,本庄1984,pp.70-71[99],Pgsadika
1986b,p.91, [351].

23典拠の確認はできていない。
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に至るものとして認められる。何故に「無量」と述べるのかと言えば、次のよ

うに数の特殊な名称は『倶舍論』に説かれている。

数は、転数と各数とである。そのうち転数は、一と十と百と千と万と十

万とラクシャとコーティとマディヤで、九処である。各数は三種であり、

．アユタとナユタとプラユタとキンカラとビンバラとアクショープヤとヴィ

ヴァーハとウトサンガとヴィハーナと言われる九であり、九つの大を加え

たもので最初の各数である。ティティバとヘートゥとカラバとインドラと

サマープタとガティとニンバラジャとムドラーとバラであり、九つは前の

通りに九つの大を加えたもので第二の各数である。サンジュニャーとヴィ

プータとバラークシャと言われる三つが、前のように三つの大を加えたも

のにより第三の各数である。そのように九つの転数と三種の各数と数えら

れる42で、まとめると51がアビダルマに見られる。さらに八つの数が文献

には見られないが、各数として八つを加えれば59が数の名称として設定さ

れており、第60番目は、そのような名称から説かれているので「無量」と
24

言われる。

と軌範師ヴァスバンドゥにより解説されている。そのうち、「信による随行」
25

などの善根は、それぞれのそれ以上の結果を得ると認められる。「阿羅漢」は、

他を所縁としている。「独覚」は、二を所縁としている。「菩薩」は、仏と衆生

の利益を求めることで特別に作られた善根の適切なものである。ここで善根は

布施と戒と修習から生じたものである。「怒り」とは賦志である。「軽蔑」とは、

侮辱することである。他の喰例により説いたものが、 「ある者は」などと言わ

れる。「衆生」とは、誤ったものへの執着をもつ者などである。「菩薩」とは、

初学者で大乗への信解のみが存在する。「責める」とは、言葉により罵ること

24Ab"越加、､α北oSabjtaSW.Pradhanl967,pp.181-182,山口1955,pp.464-465.Cf.Mvy
7988-8048.

25P: 'brasbu卯"g加α[D:"f@gma]thobpar.
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である。「八」とは、戒を損なうなどにより過失を責められることである。「傷
郡

つける」とは、棒と武器と土塊などで打つことである。その縁からいかなる

結果が領受されるのかと言えば、「ある者は」と述べられる。「何れかの適切な

縁」とは、戒と生活を損なうなどの縁による。「侮辱する」とは、衆生を成就

させる特殊性である。 「責める」とは、前のように口の特殊性である。結果性

を異熟する結果が、「大叫地獄」と言われる。大叫は、別の数処の第五番目の

名称である。苦はどのように領受されるのかと言えば、「身体は五百由旬」な

どと説かれている。苦性を示したのが、「鉄の鋤が焼く」と述べられる。ここ

にある者たちは、 「侮辱して責めた結果であるが、それ以上の結果ではない。

残りのものもそのように知るべきである」と主張する。 「三千の大千の」とは

[『倶舍論』に]、

四洲と日月と妙高山と欲天と梵天の世界の千が小千であると認められる。

そのうち千は二つの千があり、中の世界である。その千には、三千があ
27

り、等しく壊し、生じるものである。

と言われる。「大乗性から基本を受けた」とは、「大乗は仏の言葉ではない」と

捨てられる。過失が生じる原因の特徴は、「それは何故にか」と言う問いに対
28

する答えとして「如来は」と言われる。原因を捨てることで結果が制圧され

るので、如来に対して害をなしているので菩薩に対して害をなすことは大過と

はならないので「そうではない」と言う意味である。「大乗は、仏のお言葉で

はない。経典に入らず、律に見られない。法性に矛盾するから」などと述べら

れているので、「誹誘する」のである。円満ではないものをなし、論難される

ので、「捨てられる｣。人を誹誇することをどのように捨てるのかと言えば、

｢法は他なるものではない」などと言われる。「法と人は異ならないから」と言

26Tib:"WwsPa,butSS""""Igabαγ"ns.
27Ab"湿hamzα他Sα他流極3.73-74.Pmdhanl967,p.171,山口1955,pp.425-426.
28P:debzhingshegspamawzs[D: ha77zscad].
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う意味である。「ジャンブー洲」とは、木の区別から命名されており、六千五

百由旬と四つの中の小さな洲の名称である。「類似する適切なもの」とは戒で

あり、「それぞれを破る場合も」と言う意味である。「ぞれぞれの人」と述べら

れている。これらの嚥例は、世尊が衆会の想を意図してから様々に説かれてい

るが、考察された区別によるのではなく、「一切の中から初学者だけに対して

である」と述べられる。

鱒

7.2 『弥勒獅子呪経』

これらの過失が菩薩の律儀と結びついて何が明らかになるのかと言えば、

｢『聖弥勒獅子呪経』にも」と説かれている。初学者である者に何が明らかにな

るのかと言えば、「もしそれにより一切智が完全に捨てられないならば」と説

かれているから。煩悩は種々ではないのか、何故に種々ではないのか、何故に

怒りの中から傷が生じて傷つくのかと言うのならば、菩薩らは怒りのみから堕

落するが、残りのものによるのではなく、彼は他のものを完全に捨てるだろう

し、捨てた際に戒を破り善根を断じるからである。食欲は彼にはなく、他のも

のを集めるだろうし、それ故に菩薩の所作は、他のものを完全に集めているの

で最高である。聖経にも、
”

菩薩の過犯は怒りから生じる。

と出ており、

また菩薩の過犯は二種である。すなわち、 「怒りと無知」と出ていても、

方法に巧みな菩薩は怒りを恐れ、方法に巧みではない者は食欲の過犯を恐
31

れる･

と出ている。

29M""egas"""afzsiZta.Tib.P.No.760(23),Zi80b4-7
30現時点で典拠の確認はできていない。
31現時点で典拠の確認はできていない。
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32

7．3 『文殊神通遊戯経』

怒りだけが傷を引き起こすことを説いたのは、「『文殊神通遊戯経』にも」と

述べられる。ではそのように「盆怒」により善根が尽きることを例えば嚥例で

示しなさいと言うのならば、「菩薩の説法を歓喜する根に対して菩薩は勝者の

智力により信じずに盆怒を起こすことで大地獄に堕ちる」と出ており、『入法

界品』にも、

彼らはお互いに軽蔑する心の過失により寿命と光明と顔色から衰えてい
“

る。

と出ている。

34

7．4 『月灯三昧経』

念怒と軽蔑は善根を尽くす原因として明らかなので、それを説いたものが

｢『月灯三味経』にも」と説かれている。そのうち善根は三種である。布施から

生じたものと戒から生じたものと修習から生じたものである。そのうち布施か

ら生じたものは、二種である。有益なものと功徳の国土から生じたもので、布

施と仏への供養である。ある者は、 「布施をすることができないので財物に執

着する」と言うのならば、その対治は仏への供義なので、 「布施と仏への供養」

と述べる。「戒」とは、戒から生じたものである。「聞」などは、修習から生じ

たものである。聞の意味を修習することは､身と心を雑音と分別から静寂にす

るので、「閑静処に住む」と言われる。

32MMjWS流Uik7Wikffdias""Q.Chin.T.No.817,p.821b27-28,No.818,p.830al4-15.
33現時点で典拠の確認はできていない。
34""mpmdゆαSZ"a.現時点で引用の確認はできていない。
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35

7．5 『入定不定印経』

そのように傷を引き起こす過失を説いてから、今度は、浄化の利益が説かれ

るので「そのように」などと説かれている。想が浄化されるので「慈愛」であ

る。よい行は「眼を起こす｣。「信解」は初学者である。 「信」とは、浄信であ

る。「回向」は、功徳である。

錦

7.6 『信力入印法門経』

真実の了義の聖経が、 「『信力入印法門経』に」と述べられる。「学ぶべきこ

と」は、五戒などである。そのうち劣った対境なので「優婆塞」である。時間

か短いので「一日」である。劣った事物なので「食物」と言われる。少しなの

で「一」と言われる。法が無数であることについて、以前の対境が多いので

｢極微の数ほどの世間の界」と、時が長いので「ガンガーの砂の数程の劫」と、

常なので「毎日」と、良い事物なので「天の食物と衣の布施により制圧される」

と述べられる。如来を見るだけでも福徳が多く広がるのは何故かと言えば、福

徳と知恵が究極に至るので、その結果は意味のないものではない。聖経に、
37

仏の声も意味のないものではない。浬藥の原因になるから。

と説かれているならば、色を見ればどうして成立しないのか。「僧」とは、魔

などにより分けられないからo

仏と法と僧は、十億の魔によっても何故ならば分けられないので「僧」
38

と言われる。

と述べられている。「声聞」を述べたことは常住であるから。あるいは浄心の

35M"蛎冗iga""""""s""a、 Tib.P.No.868,Tsu80b6-81al,Chin.T.No.645,
p.705a28ZblO,No.646,p.710c7-16.Cf.S蝿asα加IJcca",Bendallp.521,9ff.

36Sm"ﾉtabα〃dba7zas"Q.Tib.P・No.867,Tsu62a2-63a8,Chin・No.305,p.956b2-
957c20.

37現時点で典拠の確認はできていない。
38現時点で典拠の確認はできていない。
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結果を備えているから。あるいは律儀が等しいから。あるいは区別されないか

ら。あるいは功徳を備えているから。あるいは捨てられるべきものが似ている

から｡.あるいは数が多いから。あるいは頼られないものではないから。世尊は

衆会を伴って奉仕された時のみ多くの良い事物でなすので、菩薩に対してなし

た福徳が大きいのは何故にかと言えば、ある者は、

最高の原因なので最勝の原因と解説される。菩薩から如来、如来から声

聞が生じると説かれているから。

と言う。ある者は、

菩提心を回向することを説いているから。

と言う。 「羊の車のような円満な想は」とは何かと言えば、清浄なる想をなす

べきである。何故にかと言えば、相続の想は円満ではなく、もしその如くなら

ば、「羊の車のように」と言うように述べられる。「仏に対して善根を起こす」

とは、仏を対象とする布施などである。

39

7．7 『入定不定印経』

そのように最初の利益の功徳を説いてから今度は、了義と未了義の諸菩薩の

特徴を説いたものが、「菩薩はこの五種である」などと述べられる。「仏国土」

は、三千の大千である。「戻される」とは、初地の部分から後戻りすることで

ある。「不可説のまた不可説」と言うのは、数の究極に至ることである。それ

以上に他の数字の名称はないので、例えば「不可説の不可説は、言説として存

在しないのですべてのものを含んでいる」と説かれている通りである。そうで

はなくそれ以上に他の数処の名称が述べられている。例えば経典に、

39MW""""α姫ram"das"a.Tib.P.No.868,Tsu66b7-67a6,Chin.T.No.645,
pp.699c9-701b20,No.646,p.706bl9-707c28．ただし引用の後半は、経典の内容をまと

めたものである。Cf.BhaUαflakmmaIII,Tuccil971,p､25.9-11,-島1972,p､169.
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40 41

数処は二種である。転数と各数とである。各数は116である。すなわち、
42 43

（8）コーティと、 （9）アユタと、 （10）ニユタと、 （11）ビンバラと、

(12）キンカラと、 （13）アガラと、 （14）プラヴァラと、 （15）マヴァラと、

(16）アヴァラと、 （17）タパラと、 （18）シーマと、 （19）ヤーマと、 (20)

ネーマと、 （21）アヴァガと、 （22）グリガヴァと、 （23）ヴィラーガと、

(24）ヴィガヴァと、 （25）サンクラマと、 （26）ヴィサラと、 （27）ヴィバ

ジャと、 （28）ヴィジャンダと、 （29）ヴィショーダと、 （30）ヴィヴァー

ハと、 （31）ヴィバクタと、 （32）ヴィカタと、 （33）ダラナと、 （34）アヴァ

ナと、 （35）タヴァナと、 （36）ヴィパリヤと、 （37）サマヤと、 （38）ヴィ

トゥールナと、 （39）ヘートゥラと、 （40）ヴィチャーラと、 （41）ヴィア

ティアスタと、 （42）アビウドガタと、 （43）ヴィシシュタと、 （44）ニラ

ンバと、 （45）ハリタ(harita)と、 (46)ヴィクショーバと、 (47)ハリ
判

夕(halita)と、 (48)ハリと、 (49)アーローカと、 (50) ドリシュター

ン夕と、 （51）ヘートゥナと、 （52）エーラと、 （53） ドゥメーラと、 （54）

クシェームと、 （55）エールダと、 （56）バールダと、 （57）サマターと、

(58）ヴィサダと、 （59）プラマートラと、 （60）アマントラと、 (61)ナマ

40Tib.:khugpa. (1)一(eka)、 (2)十(daSa)、 (3)百(Sata)、 (4)千(saha
sra)、 (5)万(prabheda)、 (6)十万(laksa)、 (7)百万(atilaksa)となる。
ただしこの単位も、Mvy7822-7825,7989-7995,8050-80586の各名称だけでなく実数
とも異なっている。ここでは一桁ごとに繰り上がる単位数を七狐とすることから、
八番目に来る各数の最初の桁は千万となる。

41Tib.:rkyang[P:brkyang]pa. 『華厳経』の記述によると「コーティにコーティで
アユタとなる」と表現する。これが何を意味するのか不明だが、掛け算を意味する
ならば、次の桁に移るのには大きすぎてしまう。前出の「倶舎論釈』や『ラリタヴィ
スタラ』の示すように、それぞれに「大」を加えた100進法と考えるべきだろうか。
Cf.林1993,p.10-11.

42Tib.:khodkhod,Mvy,No.7701,7827:ther'bum.以下のチベット語については、
前述のように対応するサンスクリット語だけでなく、チベット語の確認もできてい
ないものが多数ある。したがって、ここに示す桁数についてはGat@mtWWhas"tmな
らびにMn極り”ゆα"jに列挙されるものから推定したものである。

43テキストでは次のビンバラと順番が逆になるが、Gα"｡α"""has"mとMn極tWIJ"""
の順番に従い、入れ替えた。

44「経集釈』ならびに「華厳経」のチベット訳には欠けているが、「入法界品」のサン
スクリットによりここに加える。
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ントラと、 （62）ガマントラと、 （63）バラマントラと、 （64）ナヒマント

ラと、 （65）ヴィマントラと、 （66）パラマントラと、 （67）シヴァマント

ラと、 （68）デールと、 （69）ヴェールと、 （70）ゲールと、 （71）ケール

(khelu)と、 (72)シュヴェールと、 (73)ベールと、 (74)ケール(kelu)

と、 （75）セールと、 （76）ペールと、 （77）メールと、 （78）サラダと、

(79）ベールダと、 (80)ケールダと、 (81)マールダと、 (82)サムラと、

(83）アタヴァと、 （84）カマラと、 （85）アガヴァと、 （86）アタルと、

(87）ヘールヴァと、 （88）ヴェールヴァと、 （89）カシャチャと、 （90）ハ

ヴァヴァと、 （91）ビンパラと、 （92） ミラヴァと、 （93）マララと、 （94）

チャラナと、 （95）チャラマと、 （96）ダンマナと、 （97）プラマーダと、

(98）ニガマと、 （99）パドマと、 (100)ウパヴァルタと、 (101)ニルデー
45

シャと、 (102)ナヴァラと、 (103)サヴァラと、 (104)ヴィヴァラと、

(105)ダヴァラと、 (106)ハヴァラと、 (107)アクシャヤと、 (108)サン

ブータと、 (109)マママと、 (110)アヴァダと、 (111)ウトパラと、 (112)

サンキヤーと、 （113）ガティと、 （114）ウパガと、 （115）アウパムヤと、

(116）阿僧祗転で、その上に七つの基数（1-7）を加えれば、 116は各数に

関するものによる。 ［さらに］転数は十で、無数量と無量と無辺と無等と

不可数と無比と不可思議とアマーピヤと不可説と不可説不可説である。そ
46

の上に阿僧祗転などから不可説転までの十を加えた十の単位数で、二十
47

にまとめたものを合わせるた136が名称により説かれているから。

45これと次の項については、サンスクリットを想定することができない。続く項目の
近くにあるものをMvyから拾ってきただけである。

46『経集釈」では、「転」を付されるのは「阿僧祗から不可説」の10項目とするが、『入
法界品』では二番目の「無数通」を除いて「不可説不可説転」を加えた10項目とする。

47B皿αhatu如加sa"s""a,Tib.No.761,Li266a6-268a2,Chin.No.278,p.586al2-cl5,
No.279,pp.237bl3-238b6;Ga""""""s"a,Vaidyal960,pp.102.28-104.4,Suzuki
1949,pp.132.25-134.18,Tib.P.No.761,Sil72a3-173b5,Jap・梶山1994,vol.1,pp.226-
228．なおこの箇所の和訳については、サンスクリットを推定することが不可能な単
語もあるのだが、便宜上推定されるサンスクリットをあてはめただけのものである。
諸版の比較については、文末の対照表を参照のこと。
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同じ喰例を合わすのが、「その如く」などと言われる。聞に関しては、「読経」

と読調と保持をすることである。想に関しては、「如理を作意する」ことであ

る。思惟とは、智慧により精確に分析することである。すべてを理解させるこ

とが、残らずに把握することである。そして劣った在り方を修行する者と混ざっ

て修行するので、二つの職例により説かれている。自性の種を伴って発心をな

すので、「大乗の者」である。想が広大なので、「信解」である。広大な行によ

り「読調し完全に理解する」ことである。そのうち「読謂」は、経典自身であ

る。「理解する」とは、意味を考えることである。「敬う」とは、心の殊勝であ

る。「尊敬」とは、身体と言葉のものである。「努力する」とは、信解である。

｢下りる」とは、一緒に行をなすことである。「所依」とは、助伴である。「求

める」とは、聞くことである。「把握する」とは、対象を損なわないことであ

る。「保持する」とは、経函を与えないことである。そのように成就による恭

敬をなすことを説いてから財物による恭敬をなすことを説いたのが、 「正しい

尊敬により花と」などと述べられる。菩薩の行の最高は、他者を敬うことなの

で、「軽蔑しない」と言われる。六波羅蜜は、「甚深で広大」である。また「世

俗諦の者は甚深であり、勝義諦を説く者たちは広大である」とある者は主張す

る。二諦を備えた法を捨てないので、「信解」である。「大乗の目的」は、智慧

と悲心である。あるいは六波羅蜜である。あるいは甚深で広大な目的である。

聖アサンガが、発心などの七種を解説している。聖ナーガールジュナは、六波

羅蜜と悲心を解説している。『入樗伽経』には、
48

五法と［三］性と八識と無我は二種により残らず大乗に収められる。

と述べられている。そのうち五法は、名称と理由と分別と真如と完全な知恵で

あり、所分別と依他起と円成実が自性である。聖マイトレーヤは、

48Cf.Lα九種""as""Q,Nanjiol918, p.224.5-6 (安井1976, p､204): deSayatume
bhagavHn deSayatume sugatahmahamate deSayiSyami pancadharma-
svabhavavijngna-nairatmya-dvaya-prabhedagati-lakSanam/
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種子と入と成就と次第と結果が大乗である。種姓が種子である。入は発

心である。成就は、自他の利益である。次第は、六波羅蜜である。結果は

菩提の目的である。それ故に、最勝の乗を説いた相の法により行く衆生に
49

対して、行の目的である無上の在り方となる五種の本質を示す。

と説かれている。「知る」とは、不退転を認識することである。動かないので、

｢常」である。「帰依処」とは、善趣と解脱である。「菩提心」とは、願と入で

ある。「慈愛」は、利益を望む心である。「悲心」とは、苦を取り除く心である。

｢六波羅蜜」とは、布施などである。「四依」とは、聞と思と修の三位における

法と、目的と、了義と知恵に依存する人と言葉と、未了義の意味と識に依存し

ないことである。「摂事」とは、布施と悦耳を言うことと利益をなすことと利

益が一致することである。自分の道を他に合わせることが、「他にも」と言わ

れる。

50

7．8 『般若経』

今度は、法を捨てる過失が説かれているので、「正法を捨てること」が説か

れている。如何なる人が捨てるのかと言うのならば、「菩薩乗」と言われる。

いかなる時に捨てるのかと言えば、「千万那由多の仏」などと説かれている。

忍を得ず、信解が円満ではない者には仏が見えても大過の業に入ることが存在

するので、それが説かれている。「把握する在り方」とは、三輪清浄をともな

わないからである。何を捨てるのかと言えば、「この甚深なる般若波羅蜜」と
51

述べられる。 「仏像を造る」とは、 「仏のお言葉ではない」と完全に捨てられ

る。どのように仏像を造るのかと言えば、「衆会のところに来る際も身と心に

より適切に行わない」と述べられる。「衆会」とは、比丘などである。「来る」

49現時点で典拠の確認はできていない。

50BnimPa"""s"a.Chin.T.No.223,p.304c7-16.
51Tib:rimobyedpa[SS:rimi"ibyedpas].
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とは、法の著者の隠れたものを導くために至ることである。敬恭などがないの

で身体により適切に行わない。 「法ではない」と捨てられるので、心により適

切に行わない。それにより過失が何に成立するのかと言えば、見える法などが、

｢破慧になる」と述べられている。 「智慧を離れている」と言う意味である。

｢投げる」とは、捨てることである。この三時の一切の仏から生じ生まれるの

で、「一切智性が投げ捨てられた」のである。それによる結果は何かと言えば、

生じてから受けたものに関して「千万那由多年」などと説かれている。無間地

獄のみを相続しているので、転生する。「減する」とは、末劫火などである。

｢壊される」とは、最初に風から受ける。その時も世間の他の界の地獄に生じ

るので「大地獄から大地獄に」と述べられるのである。その業が尽きてから上

に転じたのが、 「畜生と閻魔の世間に」と述べられている。それ故にもし人に

生まれても、唖や盲人などに生まれるので「そのように」と述べられるのであ

る。では「大過は無間ではないのか」と言う問いに対して、答えは、それより

も正法を捨てることは大過である。何故かと言えば、「三時の仏の知恵の根本

を断じているから」と説いたのが、 「五無間と同じとは言えない」と説かれて

いる。これが菩薩の律儀と関係して何が明らかになるのかと言えば、「菩薩乗」

と説かれているからである。

52

7．9 『般若経』

今度は、魔の業の損害が説かれるので、 「菩薩らの魔の業は」と説かれてい
53

る。ここで魔とは何か、人とは何なるものか、時とはいつか、害はどのよう

なものであり、魔の業は何か、それを捨てる方法は何かと言えば、魔は四種で

ある。葱と煩悩と死魔と天子の魔である。人は、初学者が大乗に新たに入る際

である。時は、信と大部分の分別と精進に励み、善友を離れた時である。束縛

52Ruj"pammias"m.現時点で引用の確認はできていない。
53これは経典の引用ではなく、「経集』の編者による言葉である。
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を完全に越えるべきなので正しく精進し、中断させられるので、近くに来てそ

れを越えない。魔の業は、福徳を中断させる魔の八つの業と、知恵の二十の中

断である。考察する方法は四種である。すなわち、相続の功徳に対する考察と

光明に対する考察と法の解説に対する考察と供養に対する考察とである。ある

者は、 「空性による考察を加えた五種である」と主張する。捨てる方法は、完

全なる善友に頼る門から捨てられるべきである。

そのうち四魔は、菩薩の魔である。業を二種引用するのが、「魔の業は『般

若経』に出ている」と言われる。初学者が大乗に最初に入る際に魔が生じるの

で「名称に住する」と述べられる。初学者なので言葉だけである。師が名称に

執着するので「欺かれる」と言われる。名称はどのようなものかと言えば、

｢汝が等証覚を得たならば」と述べられている。初学者なので「不退転の見解

によりそれらが存在しなくても」と言われる。「不退転の見解により」とは、

小乗を悪趣の者たちが楽しみ、恐怖を起こした後も退かないことなどである。

｢慢心」とは、魔の言葉による我慢である。「軽蔑」とは、侮辱することである。

それ故に、

自らを賞讃し他者を責める菩薩は魔により謹られ、知恵が少ないと知る
別

べきである。

と言われる。時は四種である。善友を離れてから生じるので、「彼は方便を知

らず、智慧を離れ、善友を離れ、善友により尽きない」と述べられている。多

くを述べることが武器であるから。いかなる行為をなすのかと言えば、「声聞

地も」などと説かれている。「根本罪」とは、殺生などである。「最も重いこと」

とは、一切智性の中断であるので、

地職は菩提への常住の邪魔をなさないが、声聞と独覚は最高の乗にとつ
55

ての邪魔となる。

54現時点で引用の確認はできていない。
55現時点で引用の確認はできていない。
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と述べられる通りである。

弱

7.10 『文殊師利神変経」

分別をともなうものに魔が生じることが、「天子よ、業に入る限りの」など

と説かれている。「業」とは、身業などである。「入る」とは、考察することで

ある。「魔」とは、煩悩である。例えば「菩薩の煩悩は考察することである」

と説かれているから。「願」とは、結果を望むことである。「保持」とは、原因

に入ることである。「最勝のものを保持する」とは、最高のものをなすことで

ある。「望む」とは、執着することである。「想」とは、特徴を把握することで

ある。「慢心」とは、事物と見ることである。「完全に考察する」とは、行であ

る。「どこで業に入るのか」と言うことについては、どこでどのようなのかと

言うのならば、「菩提心に」などと説かれている。「執着」とは、事物と見るこ

とである。何故に魔の業と解説されるのかと言えば、事物と見ることは束縛な

ので「解脱で何を得るのか」と言う言葉である。事物と見ることで、すべてか

ら請われる布施などの行も束縛でしかないので、 「布施により慢心をなすこと

と」などと説かれている。「慢心」とは、自と他と法を事物と見ることである。

｢最勝のものを保持する」とは、執着の場所を考察することである。「保持する」

とは、怒りなどを考察することである。「受ける」とは、努力することである。

｢特徴」とは、気が散ることである。「行く」とは、行である。明らかに動くこ

とが生じないことだけを見るので「阿闘若を喜び、信解と捨をなす」と述べら

れている。衆生を見失う際に「捨に堕ちる」のである。法衣などの粗末なもの

で満足するので「少欲」である。多くを求めないので、「知足」である。その

うち少欲により四法を捨てる。すなわち、詐欺と多言と占トと他者の財産を得

ることである。知足により、得ようとして穫得することを捨てる。身などの適

56Ma"恋減り銑”Tﾉα"“α”mms"a.Tib.P.No.765,Ku274al-b5,Chin.T・No.589,
p.112b2-12.
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57

切な行為をなすので「学んだ」のである。「功徳」は十二である。すなわち、

食事から成立する三種と衣服から成立する三種と住居から成立する六種である。

そのうち多くを食べることの対治が一座食である。それも座の究極と水の究極

である。何度も食べることの対治が後で受けないことである。美味しいものに

執着する対治が乞食であり、それも何らかの得たもを受け取ることと次第に行

くことである。良い服に執着することの対治が糞掃衣であり、それも捨てられ

汚されたものに関してである。多［くの衣服］の対治が、三法衣である。柔和

[な衣服］の対治が、粗雑なものである。住居の偏執に執着することの対治が、

阿蘭若である。屋上に執着することの対治が、屋根のないことである。座に執

着することの対治が、随処座である。寺院に執着することの対治が樹木の下で

ある。性行為に執着することの対治が、墓場に住することである。睡眠に執着

することの対治が横にならずに座すことある。「器物」が貧しくなるので「減

らす」のである。福徳の事物の布施などについて、例えば知恵の資糧に対する

執着も束縛なので「空性として存在する」などと説かれている。空性などは観

である。「無戯論」が止である。「寂静」は三昧の資糧である。二資糧は仏によ

り与えられるので「お言葉の成就」と述べられている。そのように詳しく解説

した意味をまとめたものが、「考察する通りの」などと説かれている。一般と

特殊とその両者により行うことが、「考察と尋思と完全な考察」である。言説

を四つに考察するので「見る」などである。では初学者がどのように住するよ

うになるのかと言えば、空性は一切相の最勝をともなうものと知ることを完全

に堅固にしてから、資糧が本当のものと考察され、究極の過失が捨てられるの

で、初学者も批判の門から捨てられるが、さもなければ考察する者たちが強力

に捨てようとするならば、有為を批判することにより治すことは難しい。

寂静の意味を知らず、聞のみに入る人で、福徳をなさない下等な人に与

57頭陀支の伝承および各支分の詳細については、阿部2001を参照。
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銘

えられる。

と聖者自身により説かれており、また、

「存在するものは、真実の事物としては存在しない」と言う否定を上手

く尽くしていないと述べられる。正法がこの律から損なわれていると知る
的

べきである。

と聖アサンガ自身により『菩薩地』にも説かれているので、それ故に世尊によっ

ても、

有身見が山と同じであることと、上の増上慢をもつ者が空性を見ること
“

は治し難い。

と説かれている。しかも「方便と智慧の分離は縛られる」と説かれており、ま

た「方便をともなわない一切の善行も魔の業である」と解説される。それ故に

迷乱を迷乱と知ってから次第に捨てることが、「迷乱を捨てること」と述べら

れている。

これらの種々が迷乱するならば、迷乱しないものは何かと言えば、迷乱

するもののみが捨てられることを知れば、迷乱しないことであると知るべ
61

きである。

と認められる。

今度は、精進をともなう者に魔が生じるので、その特徴を述べたものが、

｢魔の業が精進から生じる」と述べられている。精進と言うものは魔の反対の

方向ではないのか。例えば精進に魔が生じると言うのは「何故にかと言えば」

と問われ、何らかの宝と蔵をもつものを盗賊が狙い、貧しく貧困な者に敵が何

をするであろうか。そのように「善に向かう精進に魔が生じるが、怠惰に魔が

58現時点で引用の確認はできていない。
59BodhiSα""αbhmmi.Wogiharal971,p.45.20-22,Tib.D.No.4037,Wi25b5-6.Cf、相
馬1986,p.114.

60現時点で引用の確認はできていない。
61現時点で引用の確認はできていない。
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何をするのか」と言うのことが「精進を魔が狙うが」と説かれているのである。

精進などは何かと言えば、「二を合わせるようなものである」と説かれている。

｢二」とは能取と所取の本質である。能取と所取は事物として成立するもので

はないのか。聖経にも、
62

私は、その時に「鹿の王で獅子の下半身」と言われるものになった。

と説かれており、また、
蝿

比丘が夜も起きていれば、鹿と狐の鳴き声を聞く。

と説かれていないのか、どのように能取と所取が否定されるのかと言えば、

｢何故ならば」と答えて、能取と所取が無始の時より修習の迷乱であるので真

実としては適切ではない。論理と聖経により害となったものであり、無我を説

く言説の設定は、我と我所を能取と所取と述べているので、過失はない。世間

の者たちは無始の迷乱による修習により真実を把握するものを「二を合わせる」

と説いている。二を離れているので、「合わせるものが真実」で、「不顛倒」と

言う意味である。真実としては得たものを見ることはないので、本当の得たも

のは「合わせるものが存在しない｣。合わされないものを合わせるからである。

｢無戯論」とは戯論の八極を離れることで、そのように解説をまとめたものが

｢何れかのものに眼を合わせず」と説かれている。信を備えた魔の業は力によ

り理解されるので、ここでは説かれない。無間の過去の精進を伴わない場合に

合わせられる。

64

7．11 『文殊師利神変経』

今度は、魔の害が何をなすのかを説いたのが、見える法として最高の乗を損

なうことと、見えない法としての最高の所依を損なうことである。それ故に符

62現時点で引用の確認はできていない。
63現時点で引用の確認はできていない。

64MMa""減りjkw"α"apa減””as"ra. Tib. P. No.765,Ku284b5-285bl, Chin. T
No.589,p､116a7-b2.Cf.B"aUα極kmmanl,Tuccil971,p.22.15-18,-島1972,p.168
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号を示す在り方により考察されるものを五種により考察してから善友に頼るこ

とにより捨てるべきことが、「天子よ、これらの二十が」と述べられる。八の

魔の業と、十八の魔の行と、二十の「魔の業が与えたもの」と述べたものが、

それを考察したものとして知られるべきであるから。そのうち「二十は何かと

言えば｣、「聡伽行」と説かれている。聴伽とは、止と観の三昧である。行は、

二種である。心を行じる三昧行と行を受ける行である。この意味の場合に、心

が修行を行うこととして認められる。「魔」とは、功徳の生起の中断をなすも

のである。ここでは最高の乗と認められる。「卓越する」とは、「魔の業は最勝

である」と言う意味である。魔の業は無量なのか、どのように数えるのかと言

う問いは、「何かと言えば」と述べられる。真実であってもここで「最勝なも

のをまとめてから解説したものに過失はない」と言うことが、「こうである」

と合わされる。そのうち二十種はこうである。把握するものに関して劣った友

に頼ることが、「解脱を望み」などと言われる。「輪廻を恐れる」とは、声聞と

独覚の乗である。最初と中間と最後が対治などの三種と合わされる。最高の乗
闘

の根本は善友なので、それを離れることが「その中断をなす魔」と言われる

ものである。そのように保持することを離れるならば、結果の最高である成就

を離れるので、智慧が方便により尽きないことが二つ。利他の方法を離れるこ

とが、「空性をそれぞれ考察し、衆生を失う」ことである。自分自身の煩悩を

捨てることを努力するから。自利の方法を離れたのが、 「無為をそれぞれ考察

し、有為が完全に弱められる」と言われ、 「資糧が完全にならない」と言われ

るものである。そのように知恵は方便により完全に尽きないので、無漏の智慧

の原因に誤って入ることが、「禅定から起き、戻ることを求める」ことである。

無漏の智慧の原因は三昧であるので、 「禅定から起きる」とは、自分の寂静を

求める想などである。「戻る」とは、一切相の最勝をともなう三昧である。完

65，:thegpamchoggi減sabα［P:γtsabad“bα,iγjsabα］
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全な三昧を離れることが、人に依存することである。劣った想と法に依存して、

劣った行になる。そして人に依存した劣った想は二種である。一般的なものに

関しては、悲心を離れたものが、「大悲を起こす」と言われる。特別なものに

関しては、慈愛を離れたものが「怒り」と言われる。法に関しては、劣った行

が二種である。解説に関するものと、成就に関するものとである。そのうち解

説に関しては二種ある。劣った智慧に対する修行は、「声聞と独覚の話を説く」

などと言われる。何故ならば無我だけを説いているから。智慧を混乱させるこ

とに対する修行は、「甚深なる話を隠し」などと述べられる。甚深とは、空性

などである。「種々なる話」とは、賭博の話などである。成就に関しては五つ。

修行に励まないことと、修行を損なうことに励むことと、修行に従わないこと

に励むことと、修行を離れることに対する精進と、悪い修行に対する精進であ

る。修行に励まないことは二種である。自らの道を成就することに精進しない

ことが、「道を知っても」などと言われる。「道」とは、六波羅蜜である。他者

を道に導くことに対して精進しないことが、「明らかな精進の賞讃を述べても」

などと言われる。「修行しないこと」が、導くことをなさないことである。行

を損なうことに対する精進は二種である。自身の行を成就させないものが「善

根なども」などと言われる。菩提心は、大乗の道を行くことをなすからである。

自身の行を他者に合わせないことが、「観のヨーガを伴って住しても」などと

言われる。菩薩は他者への親愛を保持するから。修行に対立することの精進は、

｢煩悩を残らず尽くすことを求め」などと述べられる。想と行は矛盾しないか

ら。修行を離れることに対する精進は二種である。利他を成就させる方法であ

る悲心を離れることが、「智慧により考察し」などと述べられる。自利を成就

させる行であるすべての方便を離れることが、「方便をともなわず」などと言

われる。「善巧方便を離れる」と言う意味である。悪い行を精進することは、

二種である。精進すべきではないものに対して精進することが、「蔵を求めな

いが」などと言われる。菩薩の蔵は、六波羅蜜と［四］摂事である。「世間の
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唯物論者」とは、断見論者である。精進をなすことに対する誤った精進が「多

く聞いても」などと言われる。多くを聞くことは精進をすることであっても、

法を隠すことは誤ったものなので、誤った精進である。そのように劣ったもの

を信解する者たちは事物により見るので、 「世間の必要なものを管理する」と

言われる。本当に完全なる悟りは多くを聞いてから生じるが、事物を把握して

から生じるのではないから。劣った行を行う者は劣った助伴に頼るので、「菩

薩で法を説くことに」などと言われる。「同じ宿命」とは、大乗の宿命を行じ

るから。劣った助伴に頼る者は劣ったものに対して放逸するので、「何時であ

れ帝釈天や」などと述べられる。世間を護るとは、持国天などである。そのよ

うならば、真実の道から退かせる魔の業のこの次第が、存在するだけのもので

ある。

66

7．12 『海慧菩薩所間経』

今度は、他者を軽蔑する過失が解説されるべきである。「菩薩はよい姿で」

などと言うことは、他者を軽蔑する原因である。そのうち大きさがよいことが、

｢よい姿」である。容姿ががよいことが「美しい」のである。「富んでいる」と
67

は、種々なる資産である。財産による「大きな富」は、金などが多いことで

ある。「財産」とは、現前の需要である。「多くの富」とは、金などの種々であ

る。「蔵」は、種々なるものの場所である。「倉庫」とは、それぞれのものの場
聞

所である。「血脈」とは、二力を起因とするものなどである。 「種姓」とは、

クシャトリアなどである。「侍者」とは、使者である。「衆会」とは、随行して

生活するものである。「福徳」とは、布施などである。「知恵」とは、得ること

などである。「精進」とは、努力することである。「自在天」は､王の地に住す

66Samm""ゆα"ptrchas穂加z、現時点で典拠の確認はできていない。
67P:gser(D:gsar).
68テキストは、 "baradvadza"とそのまま音写しているが、意味不明である。ここで
は"baladvaja''と読んだ。
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ることである。「高慢」とは、自慢することである。「放逸」とは、精進をとも

なわないことである。何を軽蔑するのかと言えば、「菩薩たる者たちは出家に

属している」と説かれている。出家者たちは最高の所依なので、

家に住することをなすままに、正しい菩提のこの最高のものを得るが､
的

悟りはいかなるものも先には生じない。未来に生じないし、存在しない。

と説かれているから。「在家から明らかに出る」とは、「家を捨てる」と言う語

である。家に住することは、多くの苦の住居なので、『聖郁伽長者所問経』か

ら非難されるように。 「知恵の資糧を完全に求めることに励む」とは、それを

広げることである。では二資樋は道でなくても、何故これが最高なのかと言え

ば、真実であっても究極の捨を捨てることにより福徳の資糧を集めているから

である。その如くでなければ、聖経からも、

出家者が財物の布施を与えるように資糧が集まるだろう。それ故に二資
扣

糧を備えている。

と認められる。何故に蔑視されるのかと言えば、「肉と血が渇いており」と言

われる。非時の食物などを捨てているから。「痩せている」と言うのは、細長

いことである。「貧弱」と言うのは、身体の究極がないことである。「身体が静

脈により覆われている」と言うのは、太くても貧弱であるから。そのように何

故に身体を求めるのかと言えば、「頭と服に火をつけるように」と述べられ、

｢とても精進する」と言うことである。「精進を始める」とは、善法を完全に求

めることに励むことである。大乗の者たちは、最高の事物であるので「痩せて

いて貧弱で顔が悪くて喜んでいないことを知ってから軽蔑する」と説かれてい

る。 「外で修行したものであっても、灰の中に火が生じるように、過失をもっ

ている」と言う文章である。それについて「考える」と言うことで想が説かれ

ている。「上手く解説されたものを聞くことを望まない」と言うことにより行

69現時点で典拠の確認はできていない。
70現時点で典拠の確認はできていない。
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が説かれている。「最低で昏沈している」と言うこことは、「総じて放逸となる」

と言う意味である。

71

7．13 『海慧菩薩所間経』

”

今度は中断の四法を説くために、「四とは何か」と述べられている。誤って

述べることは、悪い偶頌を唱えることである。これらが菩薩の律儀と関係する

ものは何が明らかなのかと言えば、すべてのところで「菩薩」と述べられてい

るからであり、ここでも大乗の中断を説いているからであり、さらに信解する

聖経を自分の師が相続してからこのように聞いているからである。何故に聖経
73

が認識根拠なのかと言えば、感官を越えているもの(atyantaparokSa)の対象

には直接知覚と推論に入ることがないので、『量釈』にも、
74

第三の場所に移って、諭書を受けることは論理をともなっている。

と出ており、また、

聖経を理解しない論理には諸法は存在しない。仙人たちの智慧たるもの
75

も、聖経の先行するものである。

と説かれているので聖典自身を量とすべきである。

『経集解説』で聖典の認識根拠により合わせてから「断絶の法を捨てること

は得難い話」を述べた第七章［を終わる]。
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51 khrigthams khrigthabs phyinphyod(haruna) khrigthams hetlmg shugssbyong(aloka)
52 yalyal yolyol gzungssbyin(maluda) yalyol ela yid'phyo(drStgnta)

53 bgrangyas bgrangyas bzodyas(kSamuda) bgrangyas dumela phyinphyed(haduna)

54 thugyal thugyal thalyas(elada) thugyas kSemu thalthal(ela)

55 shangshang shangshang tshadyas(maluma) shangshang elud9 yalyal(dumela)

56 yagyag yagyag rtagyas(sadama) yagyag bhnl''dn bzodyas(kSepu)
57 thamthim thamthim dga'yas(vimuda) thnmthim gnm9tn thalyas(elada)

58 rlombsnyal brlombrlal tshadmyas(vaimatra) rlombrnyal vignrIR thalyas(maluda)

59 gzhal'phyos gzhal'phyos gzhal'phyos(pramatra) gzhal'phyos pramgtra rtogsyas(samata)

60 gzhalyal gzhalyal gzhalyas(sumgtra) gzhalyal 2mantra dga'yas(vimada)
61 gzhalmed gzhalmed gzhalthms(bhramatra) gzhalmed bhramantra gzhal'phyos(pramatra)

62 gzhal'khor gzhal'khor gzhal'khor(gamatra) gzhal'khor ganlantra gzhalyas(amantra)

63 gzhalthim gzhal ﾛ寂h負ITnprlrn口、1頁fTn1 gzhalthim n負mnnfrn ロワhQI fhn,mイM1rprnQnfrQ1

64 gargalal gargzhal garga,al(hematra) gargzhal nghimantra gzhal 'khor(gamantra)

65 gzhalsangs gzhalsangs gzhalsangs(vematra) gzhalsangs Vimgntra gzhalmed(namantra)

66 gzhalthag gzhalthag gzhalthag(paramatra) gzhalthag paramantra gargzhal(nahimantra)

67 gzhalphul gzhalphul gzhalphul(Sivamgtra) gzhalphul Sivamgntra gzhalsangs(vimantra)

68 gzhalgzhi gzhalgzhi yal 'das(ela) gzhalzhin delu gzhalthag(paramantra)

69
0

phyo'gyur 'phyo'gyur dusrlabs(vela)
9

phyo'gyur velu gzhalphul (Sivamantra)

70 nyarnyer nyarnyer nyarnyer(tela) nyarnyer gelu yal(elu)

71 phaygphyig phaygphyig phyagphyig(gela) phaygphyig khelu dusrlabs(velu)

72 zalzul zalzul zalzul(svela) zalzul nelu phyagphyig(gelu)

73 salsal salsal gtangyas(nela) salsal bhelu zalzul(Svelu)

74 g-yoldeg g-yoldeg salsal(kela) g-yoldeg kelu btangyas(nelu)

75 phanphun phanphun yadyod(sela) phanphun selu nyarnyer(bhelu)

76 brnangya brnangya phyolyas(phela) brnangya pelu salsal(kelu)
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77 rem'grol rem'grol 'phradyas(mela) rem'drol melu yadyod(selu)

78 dzingad rdzidang brjodyas(sarata) rdzingad sarada phyolyas(pelu)

79 rdzirdul rdzirdul rdziphyod(memda) rdzirdul bherudu 'phradyas(melu)

80 phunyol phunyol rdziphyodphyod(kheluda) phunyol kheludu brjodyas(sarala)

81 ngadngad ngadngad magzhal(mgtula) ngadngad mnludu rdziphyod(merudu)

82 bgrangrtsi bgrangrtsi dpag'byams(samula) bgrangrtsi ggmula rdziphyodkhyod(kheludu)

83 zabbgrang zabbgrang zab'grang(ayava) zabgrang athava magzhal(mgludu)

84 dga'brkyang dga'brkyang dga'brkyang(kamala) dga'brkyang k角m2l2 dpagbyams(sambala)

85 gzhungmda' gzhung'dal brtagyas(magava) gzhung'dal agava zabbgrang(apava)

86 'khrulchad khrulphyad bsgralyas(atara) khrugphyed ataru dga'brkyang(kamala)

87 olphyod
0

olphyod 'odphyod(heluya)
ウ

olphyod heluva brtagsyas(ataru)

88 gdabyas dabyas gdabpas(veluva) gdabyas mirahu 'olphyod(heluvu)

89 gcalyas gcalyas chatshogs(kalapa) gcalyas car2m chatshogs(kaSaca)

90 bgrangyas(=53) bgrangyal bgrangyal(havava) bgrangyas dhamgn角 bgrangyas(havava)

91 byim'phyo byim'phyo bsnyadyas(vivara) byimphyo pramada ljabljib(havala)

92 yaIne yaIne rabyangs(navara) yarne

●

nlgama bsnyadyas(vivara)

93 bsnyalyas brnyalyas bsnyalyas(malara) bsnyalyas upavarta gzugsyas(bimba)

94 ldabldeb ldabldeb mchogldan(savara) ldabldeb nirde" lhunyas(mirava)

95 'banch2d phanchad lhunyas(merutu) 'banchad akSaya gdabyas(carana)

96 phangphung phangphung rgodyas(camara) phangphung sambhUta
e

mtha' ,byam(carama)

97 khye'uchang khye'utshang 'dzinyas(dhamara) khye'utshang m2m2mn langling(dhavara)

98 zhungzung zhungzung dga' 'byam(pramgda) zhungzung av2da 'dzmyas(dhamana)

99 mchogyol mchogyal dpalbral(vigama) mchogyol utpala dga' 'byam(pramgda)

100 mtha'brtul mtha'rdul mtha'rtul(upavarta) mtha'rtul padma dpagbral(nigama)

101
9

yungyangs
U

yungyangs ngesbstan(nirdeSa)
O

yungyangs samkhya mtha'rtul(upavarta)

102 bunlob bunlob mizadpa(akSaya) bunlob gati ngesbstan(nirdeSa)
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103 lamlob 1nmlom legs'byung(sambhnta) lamlob upaga mizadpa(akSaya)
104 bsnyadyas bsnyadyas ngamed(amama) bsnyadyas aupaxnya legs'byung(sambhnta)
105 lan9 langling bsamyas(avanta) langling ngamed(amama)
106 ljabljib ljabljib brlabsyas(utpala) ljabljib gsalyas(avada)
107 mibrtsal mibrtsal mchogyas(padma) mibrtsal brlabsyas(utpala)
108 'byamyas

9

byamyas grangs'byung(samkhyg)
0

byamyas mchogyas(padma)
109 ngagrang nga'grang rtogs'gro(gati) da grang grangs'byam(samkhya)
110 sInosyas smosyal 1mosyal(upagama) smosyas smosyas(upagama)
111 bkrachR1 bkrachal bkra'chal rtogs'gro(gati)
112 lorgyas lorgyas lorgyas dpeyas(upamya)
113 bumrdib bumrdib bum'dib

114 ganlguIn garngum ganggum

115 lalo lalo lalo

116 bgrang'phyos bgrang'phyos bgrang dumed
(asamkhyena)

pa
bgrang'phyos asamkhyena bgrang dumed pa

(asamkhyeya)

117 bgrang'phyos
labsgres

bgrang'phyos
labsgres parnvart夢

med

samkh
pala
yena－

bgrang'phyos
labsgres

yenapa-

parivart夢
med
gnmkh

pala
yena－

118 dpagyas dpagyas dpagyas(aparimgna) apramana● 侭h口rImprln負（nrwnm両nql

118

-2
dpagyasla
bsgres

dpagyas la bsgres
(aparimanaparivarta)

tShadmedpa labs
(apmmanaparivarta)

91℃s

119 yalphyong yalphyong
●

aparlmana dpagtumedpa(apa'imnna)

120 yalphyongla
bsgres

● 一 ●

aparlmanaparl-
varta

dpagtumedpalabsgIBs
(aparimgnaparivarta)

121 muyal muyal mumed(aparyanta) aparyanta mumedpa(aparyanta)

122 mu yal la
bsgres 協獺患畏羅鰡． 麺

血
ｐ
ａ

ａ
Ｖ

antapari- mumedpa labsgres
(aparyantaParivarta)
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